
〔憲法・統治〕  

次の文章を読んで、後記の〔設問〕に答えなさい。 

 

 Ｋ市は、関東地方にある人口約１５５万人の政令指定都市である。同市には地方自治

法に基づくＫ市議会が存在する。Ａ及びＢは、Ｋ市議会の議員である。 

 令和３年４月頃から、Ｋ市議会では、民族差別的な言動を規制する「Ｋ市人権条例」

の制定について議会で議論をしていた。Ａは、令和３年９月の定例会本会議にて、同条

例の制定に反対する立場から、Ｋ市長に質問をしつつ自身の意見を述べていたが、与え

られていた質疑の時間を大幅に超過し、議長から時間を守るように注意された。これに

対してＡは反発し「議長の議会運営は恣意的だ。議長も市長もグルになって条例を通し

たいみたいだが、陰謀ではないか。」との発言（以下、「本件発言」という。）をした。 

これに対してＫ市議会は、本件発言は問題があるとして、Ａに対して、地方自治法に

基づく陳謝の懲罰を科した。しかしながら、Ａは、議場での陳謝文の朗読を拒否し、そ

の後のＫ市議会からの再三の求めにも応じず、一切、陳謝はしない旨の姿勢を見せた。 

これを受け、Ｋ市議会は、Ａに対して地方自治法に基づき２３日間の出席停止の懲罰

を科した（以下、「本件処分」という。）。Ｋ市議会条例では、議員の出席停止処分がなさ

れた場合には、停止の間の日数分の議員報酬が減額されるものと定められている。 

これに対し、Ａと同一の政治思想を持つＢは、自身のＳＮＳで「Ａは市民のために正

しいことを言っているのにこのザマだ。Ｋ市議会の闇は深い。この条例に賛成する者は

一体どこの民族の代表者なのだろうか。」との投稿を行い、その後も同様の趣旨の投稿（以

下、「本件各投稿」という。）を何度か行った。 

これに対し、Ｋ市議会多数派は、本件各投稿の内容が不当であることを理由に、Ｂに

対する辞職勧告決議を発案し、同決議は賛成多数で可決された（以下、「本件決議」とい

う。）。なお、辞職勧告決議は地方自治法に基づく懲戒処分ではなく、議員の身分の得喪

に影響を与えるものではないが、議会の意思として対象となる議員に辞職を勧告するも

のである。 

 

〔設問１〕（配点：３０点） 

Ａは、本件処分は違法であるとして、Ｋ市に対し、処分の取消しを求める訴えを提起

した。この事案において、裁判所は本案判決をすべきか論ぜよ。 

 

〔設問２〕（配点：２０点） 

Ｂは、本件決議が違法不当なものであって自身に精神的苦痛を与えるものであること

を理由として、Ｋ市に対し、国家賠償法に基づき慰謝料等の支払を求める訴えを提起し

た。この事案において、裁判所は本案判決をすべきかを論ぜよ。 

なお、本案判決をすべきと考える場合には、裁判所はいかなる点を考慮すべきかを併

せて論ぜよ。 
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